風景構成法の空間構成と身体性に関する一考察 : 遠近法と視点移動 by 前川 美行

























































































































































































































  風景構成法は、すぐれて構成的・外的空間と 
しての特色を有するとともに、その彩色や象 
徴にみられるように、すぐれて投影的・内的 






























































本法のミソは、要素の種類とその順序にある。       
―中井 1992 p.237 
この方法の眼目は、何と言っても、「川」を最
初に描くことにあると言ってよい。    















































































































































い（すべて 20%以上。小 4 で 55%とピーク後、高
















































































































































 雪舟「天橋立図」(1486 年) 
（辻,ｐ255 より） 


























































の一部  （辻、ｐ264 より） 
＜図３＞ 
「洋人奏楽図屏風」(16 世紀)の一部 
    (辻,ｐ276 より) 
＜図 4＞ 
葛飾北斎「富嶽三十六景 神奈川沖浪裏」 
 （19 世紀）    (辻,p334 より) 
 























































































歌川広重「内国勧業博覧会美術館之図」(1877 年)  
（辻,p345 より） 
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【付記】2016 年版では、不鮮明な表を削除し、図の説
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